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http://www.pref.aichi.jp/soshiki/nososi/0000061362.html

常設展示

　苗を正条植えする際に使用された。綱に印されている赤い
マーカーが移植点の目印となっている。
　田植時に綱を使用する正条植は、古くは尾張藩（愛知県）生ま
れの農村指導者である大原幽学（1797-1858年）により奨励さ
れ、田植綱は明治33年（1900年）以降、全国に普及した。なお写
真の田植綱は昭和期のものである。

　所蔵元である愛知県農業総合試験場（本場）は、収集・寄贈され
た農具等を展示・保存している「農業啓発館」を併設している。そこ
では明治から昭和初期にかけて県内の農家で実際に使用されて
いた米づくりや養蚕などの農機具のほか、民具、生活用具なども展
示しており、無料で見学することができる。
　また同試験場で改良・開発された「名古屋コーチン」に関するコー
ナーもある。

愛知県農業総合試験場（本場）　農業啓発館

明治150年　米の流通に関するアーカイブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益社団法人米穀安定供給確保支援機構

　　田植綱

　　概ね良好

開館時間 ： 9時30分～15時30分

休 館 日 ： 土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）

入 館 料 ： 無料

http://www.pref.aichi.jp/soshiki/nososi/0000061362.html

